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最
高
裁
第
二
小
法
廷
昭
和
三
五
年
六
月
二
二
日
判
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（
謂
い
目
掛
謙
働
瓢
郵
姪
最
高
裁
民
集
西
巻
八
竺
五
二
八
頁
一
圭
．
棄

　
　
．
〔
判
決
要
旨
）
　
不
特
定
物
の
売
買
に
お
い
て
は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
ナ
目
的
物
が
特
定
し
た
時
に
買
主
に
所
有
権
が
移
転

　
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
〔
参
照
条
文
〕
　
民
法
一
七
六
条
・
四
〇
一
条
二
項

　
　
　
〔
事
案
〕
　
訴
外
A
は
、
Y
商
事
会
社
（
被
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
に
対
し
て
百
万
余
円
の
債
務
を
負
っ
て
い
た
が
、
同
人
に

　
　
支
払
能
力
が
な
い
の
で
、
A
が
、
亜
鉛
華
の
製
造
販
売
等
を
営
業
目
的
と
す
る
X
会
社
（
原
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
か
ら
亜
鉛
華
を
買

　
　
入
れ
て
こ
れ
を
Y
に
売
渡
し
、
そ
の
売
却
利
益
金
を
も
っ
て
右
債
務
を
順
次
決
済
す
る
話
し
合
い
が
Y
と
A
と
の
間
に
成
立
し
、
A
は
X

　
　
に
対
し
て
亜
鉛
華
の
取
引
を
申
入
れ
た
。
X
は
代
金
支
払
方
法
と
し
て
Y
振
出
の
約
束
手
形
を
交
付
す
る
な
ら
ば
こ
れ
に
応
ず
る
旨
回
答

説　
　
し
た
の
で
、
A
は
Y
に
交
渉
し
た
結
果
、
Y
の
承
諾
を
得
た
の
で
、
そ
の
旨
を
X
に
伝
え
た
。
X
は
こ
れ
を
信
じ
て
A
と
、
ま
ず
昭
和
二

論　
　
六
年
一
〇
月
亜
鉛
華
一
殖
の
売
買
契
約
を
な
し
、
品
物
を
直
接
Y
に
送
付
し
、
Y
の
A
宛
約
束
手
形
（
三
〇
万
円
）
を
A
か
ら
受
取
っ
て28　（3●』81）　275



　
　
決
済
が
な
さ
れ
た
。
つ
い
で
Y
は
翌
年
二
月
、
A
に
対
し
て
亜
鉛
華
五
聴
（
代
金
一
四
五
万
円
）
を
注
文
し
、
さ
ら
に
A
か
ら
X
に
注
文

説　
　
が
あ
っ
た
の
で
、
X
は
今
回
の
取
引
も
同
様
に
履
行
さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
、
A
と
亜
鉛
華
五
殖
を
金
＝
二
六
万
五
千
円
で
売
買
契
約
を

論　
　
し
、
即
時
Y
あ
て
現
品
を
発
送
し
た
。
Y
は
右
の
事
情
を
十
分
認
識
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
親
会
社
の
経
済
状
況
悪
化
の
た
め
、
旧
債
務

　
　
の
急
速
な
取
立
て
を
命
ぜ
ら
れ
た
た
め
、
「
A
の
諒
解
を
求
め
た
上
、
Y
億
A
に
対
す
る
自
己
の
前
示
旧
債
権
百
余
万
円
を
自
働
債
権
と
し

　
　
て
A
に
対
す
る
本
件
代
金
債
務
と
相
殺
を
な
し
、
残
額
三
〇
万
円
に
つ
き
約
束
手
形
を
振
出
し
た
。
そ
の
結
果
X
は
、
A
か
ら
代
金
残
額

　
　
一
〇
六
万
五
千
円
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ζ
う
し
て
X
は
Y
を
相
手
ど
り
（
右
金
額
を
損
害
賠
償
を
理
由
と
し
て
請

　
　
求
七
、
本
訴
に
及
ん
だ
。
，
－
　
　
　
U
’
、
・

　
　
・
X
・
の
主
張
甘
二
、
乙
・
山
．
審
を
通
じ
て
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
第
一
に
、
Y
は
A
に
対
す
る
自
己
の
債
権
を
回
収
す
る
た
め
に
X
を
欺
圏
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ

　
　
て
商
品
を
出
荷
せ
し
め
た
詐
歎
が
あ
る
。
「
第
二
に
馬
，
Y
は
A
の
無
資
力
を
知
り
な
が
ら
栄
相
殺
の
特
約
に
違
反
し
て
相
殺
し
、
A
の
X
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
対
す
る
代
金
債
務
を
履
行
不
能
な
ら
し
め
、
X
の
債
権
を
侵
害
し
た
。
第
三
に
、
A
の
無
資
力
ゆ
え
、
代
金
支
払
の
た
め
A
Y
間
・
A
X

　
　
葦
北
お
い
「
て
呼
形
叛
出
題
関
す
－
る
特
掲
が
な
さ
れ
洗
本
件
に
お
い
て
遺
嘱
．
代
金
皮
落
掌
売
溜
完
結
の
泌
須
条
件
で
あ
り
、
層
代
金
支
払
嫁
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ち
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
ギ
　
　
ヘ
　
　
レ
　
　
も

　
　
以
上
、
所
有
権
移
転
せ
ず
、
ま
だ
X
の
所
有
物
た
る
商
品
を
Y
は
他
に
売
却
し
た
も
の
で
、
所
有
権
侵
害
で
あ
る
。
第
四
に
、
Y
の
手
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

　
　
振
出
は
X
と
い
う
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
で
あ
り
、
X
は
商
品
出
荷
に
よ
っ
て
受
益
の
馬
田
塞
獣
示
を
し
た
か
ら
、
メ
蝕
Y
に
対
し
直

　
　
接
代
金
支
払
請
求
権
が
あ
る
。

　
　
　
あ
よ
う
な
x
の
主
張
は
い
ず
れ
戴
容
れ
ち
舳
〔
ず
∴
州
・
万
態
と
も
姦
詐
き
蒼
・
他
の
争
点
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断
は
、

　
　
こ
れ
を
省
略
す
る
こ
と
と
し
て
、
右
の
中
で
も
つ
と
も
壷
要
な
第
三
の
、
所
有
権
移
転
時
期
に
関
し
て
第
二
審
が
引
用
し
た
第
一
審
判
決

　
　
を
示
し
て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
、
　
「
不
特
定
物
の
売
買
に
お
い
て
は
、
特
に
売
主
に
そ
の
所
有
権
を
留
保
す
る
と
い
う
特
約
が
存
し
な
い

　
　
以
上
は
特
定
の
時
を
も
っ
て
そ
の
所
有
権
が
買
主
に
移
転
す
る
も
の
と
見
る
の
が
当
該
取
引
に
お
け
る
当
事
者
の
普
通
の
意
思
に
合
致
す

28　（3●82）　276



　
　
る
も
の
と
解
す
る
と
こ
ろ
、
本
件
各
売
買
に
お
い
て
は
A
が
無
資
力
の
た
め
代
金
決
済
は
Y
振
出
の
手
形
で
な
す
こ
と
が
、
そ
の
前
提
を

　
　
な
し
て
い
る
こ
と
は
右
認
定
の
如
く
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
か
く
の
如
く
約
定
の
み
で
は
未
だ
所
有
権
留
保
の
特
約
と
は
認
め
難
く
、
そ
の

　
他
特
に
所
有
権
を
Y
〔
X
の
誤
り
？
〕
に
留
保
す
る
旨
の
特
約
あ
り
と
認
め
得
べ
き
証
拠
は
な
い
か
ら
、
Y
主
張
の
即
時
取
得
の
抗
弁
を

　
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
X
の
本
主
張
は
ま
た
失
当
で
あ
る
。
」
　
Y
勝
訴
、
X
上
告
。

　
　
　
X
の
上
告
理
由
は
ま
た
、
債
権
侵
害
、
所
有
権
移
転
時
期
、
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
、
相
殺
の
信
義
則
違
反
な
ど
に
わ
た
っ
て
い

　
　
る
が
、
こ
こ
で
も
所
有
権
移
転
時
期
の
問
題
に
つ
い
て
の
み
掲
げ
る
。
X
の
主
張
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
も
し
原
審

判
決
の
ご
と
文
籍
物
売
買
に
お
け
る
所
有
権
移
転
時
期
を
そ
の
特
定
の
時
だ
と
す
れ
ば
、
第
一
に
、
危
険
負
担
の
規
定
（
嘱
顎
謬

言）

ﾍ
歪
に
帰
す
る
．
な
ぜ
な
巨
危
険
負
担
の
問
題
は
、
特
定
後
引
婆
で
の
恒
星
じ
た
堤
を
甘
薯
の
何
れ
が
負
担
す
る
か

　
　
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
に
、
特
定
に
よ
っ
て
直
ち
に
債
権
者
が
所
有
者
と
な
る
な
ら
ば
、
右
の
問
題
は
生
ず
る
余
地
が
な
い
。
第
二
に
、

同
陵
行
の
抗
弁
権
の
規
定
（
民
法
五
三
一
二
条
）
は
売
口
貝
を
典
型
と
す
る
双
務
契
約
に
お
い
て
は
、
代
金
の
支
払
と
そ
の
対
象
の
履
行
と
が
裂
え

　
　
に
な
さ
れ
る
一
般
的
経
験
を
成
文
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
に
あ
っ
て
は
、
無
資
力
な
A
を
介
し
Y
の
振
出
す
約
束
手
形
の
交
付
を
受

　
　
げ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
売
買
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
く
に
手
形
と
引
替
え
に
所
有
権
を
移
転
す
べ
き
も
の
と
判
断
せ
ね
ば
な
ら
な

　
　
い
。
こ
れ
と
異
る
結
果
を
来
す
た
め
に
は
か
え
っ
て
特
約
を
要
す
る
。
，

　
　
　
〔
判
旨
〕
　
上
告
棄
却
。
と
く
に
所
有
権
移
転
時
期
に
つ
い
て
掲
げ
れ
ば
、
　
「
不
特
定
物
の
売
買
に
お
い
て
は
原
則
と
し
て
目
的
物
が

　
特
定
し
た
時
（
民
法
四
〇
一
条
二
項
参
照
）
に
所
有
権
当
然
に
買
主
に
移
転
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
右
判
決
が
『
不
特
定
物
の
売
買
に

　
お
い
て
は
、
特
に
売
主
に
そ
の
所
有
権
を
留
保
す
る
と
い
う
特
約
が
存
し
な
い
以
上
特
定
の
時
を
も
っ
て
所
有
権
が
買
主
に
移
転
す
る
も

説　
　
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
』
旨
判
示
し
た
の
は
正
当
で
あ
っ
て
、
所
論
は
採
用
で
き
な
い
。
」
　
（
裁
判
官
、
小
谷
勝
重
、
藤
田
八
郎
、
池
田

論　
克
、
河
村
大
助
、
奥
野
健
一
）
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壬己㌔

ロ冊 説

　
〔
研
究
〕
　
こ
の
判
決
に
は
、
ま
ず
そ
の
具
体
的
妥
当
性
の
点
に
お
い
て
疑
問
が
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
本
件
の
妥
当
な
解
決
の
た
め
に

は
、
従
来
の
判
例
お
よ
び
学
説
を
も
含
め
て
、
そ
の
不
特
定
物
な
い
し
特
定
物
完
買
に
お
け
る
所
有
権
移
転
時
期
に
関
す
る
理
論
構
成
に

対
し
再
検
討
を
促
が
す
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
一
　
本
判
決
は
、
不
特
定
物
売
買
の
所
有
権
移
転
時
期
に
関
す
る
大
審
院
・
最
高
裁
を
通
じ
て
最
初
の
判
例
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
下

級
審
の
判
例
と
し
て
は
、
滑
な
き
ゆ
え
山
林
所
有
権
の
移
転
を
否
定
し
た
も
の
（
諌
議
聖
書
講
塾
ひ
麓
蝋
飯
）
、
不
特
定
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

地
の
遺
贈
に
あ
っ
て
は
、
遺
言
者
死
亡
時
で
は
な
く
、
遺
言
執
行
者
に
よ
る
特
定
田
地
の
選
定
・
引
渡
の
と
き
に
所
有
権
移
転
を
生
ず
る

と
し
を
の
（
書
舗
甥
都
＝
塵
鉦
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
も
．
と
拡
張
し
て
、
法
律
行
為
の
時
に
物
権
変
動
を
生
ず
る
に

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も

つ
き
障
害
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
障
害
の
除
去
さ
れ
た
時
に
、
直
ち
に
物
権
変
動
を
生
ず
る
、
と
い
う
命
題
で
な
ら
ば
、
す
で
に
た
と
え

ば
、
他
人
所
有
の
特
定
物
売
買
に
あ
っ
て
は
、
売
主
が
所
有
権
叢
得
し
た
と
き
直
ち
に
所
有
権
は
買
主
に
移
る
と
し
た
判
例
（
騎
確

｛
譲
鑑
輯
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
判
決
の
よ
う
な
規
範
命
題
の
定
立
は
＋
分
に
予
想
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
．
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
二
　
こ
の
判
決
の
理
論
構
成
に
対
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
、
従
来
、
物
権
変
動
論
と
し
て
争
わ
れ
て
来
た
い
く
つ
か
の
立
場
か
ら
、
支
持

な
い
し
批
判
の
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ご
く
簡
単
に
要
約
す
れ
ば
、
特
定
物
売
買
に
つ
い
て
、
売
買
契
約
成
立
と
同
時
に
直
ち

に
誓
藁
葺
の
効
力
を
生
ず
る
と
す
る
、
伝
統
的
な
純
意
田
押
書
的
態
度
（
慢
言
麟
重
患
備
黒
帯
瀧
鶴
鵬
麗
き
か

ら
は
（
大
判
明
治
三
〇
。
六
。
七
民
録
三
下
二
五
頁
、
同
大
正
二
・
一
〇
・
二
五
黒
革
一
九
輯
八
五
七
頁
な
ど
多
数
、
学
説
と
し
て
よ
．
凡
と
え
ば
、
梅
「
民
法
要
義
」
物
権
編
六
一
頁
、
未
弘
「
物
権
法
」
上
巻
八
五
頁
以
下
。
我
妻
「
物
権
法
」
五
三
頁
な
ど
。
）
、
本
判
決
の
ご
と

く
、
特
定
に
よ
っ
て
、
所
有
権
移
転
の
効
力
発
生
に
つ
き
障
害
が
無
く
な
れ
ば
、
当
然
に
そ
の
本
来
の
効
力
を
生
ず
る
こ
と
と
な
ろ
う

（た

ﾆ
え
ば
、
梅
「
民
法
要
義
」
債
権
幅
一
六
頁
、
未
弘
「
債
権
総
論
」
二
九
頁
我
妻
「
債
権
総
論
」
二
九
頁
、
柚
木
「
判
例
物
権
法
総
論
」
九
八
頁
な
ど
。
）
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
売
買
契
約
に
よ
．
て
当
然
に

所
有
権
移
転
を
生
ず
る
の
で
は
な
く
、
物
の
引
渡
。
登
記
・
代
金
支
払
な
ど
の
外
部
的
徴
表
を
伴
う
所
有
権
移
転
の
物
権
契
約
に
よ
っ
て
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論説

移
転
す
る
、
と
す
る
形
式
霧
的
解
釈
（
稲
認
灘
疑
講
要
諦
凝
霧
欝
㌫
醗
麓
鰍
禦
継
鵬
鐵
阯
黒
斑
嶺
響

遍
羅
馨
顔
螺
ビ
舗
激
次
衡
駆
血
蕩
震
無
難
難
薪
磨
畿
匙
撃
賦
三
）
、
さ
ら
に
は
、
物
権
契
約
の
独
自
性
．

無
因
性
を
否
定
し
な
が
ら
、
売
買
契
約
の
有
償
性
の
原
理
（
民
五
三
二
条
参
照
）
な
ど
を
理
由
に
、
通
常
の
場
A
。
、
代
金
支
払
ま
た
は
引
渡
．
登
記

の
と
き
に
ま
で
所
有
霧
転
時
期
袈
な
、
と
す
る
立
場
（
川
島
「
所
有
権
法
の
理
論
」
二
四
八
頁
以
下
、
磯
村
［
末
川
博
屠
『
物
権
法
』
」
「
書
評
〕
　
（
法
律
時
報
二
九
巻
三
号
）
一
二
七
頁
以
下
、
三
橋
「
物
権
法
」
八
六
頁
以
下
）

至
が
あ
る
。
後
二
者
の
立
業
ら
は
、
種
類
物
の
特
定
（
馨
は
危
険
負
担
衡
す
る
も
の
で
あ
・
て
、
所
有
権
移
転
レ
」
は
関
係
の
な

い
規
定
で
あ
り
（
浅
井
「
種
類
債
務
の
特
定
」
　
（
綜
合
判
例
研
究
叢
書
民
法
7
）
一
七
・
三
二
頁
参
照
）
、
特
定
の
時
に
所
有
霧
転
を
生
ず
る
と
い
う
特
約
の
な
い
か
ぎ
り
、
な
お
所
有

霧
傍
効
力
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
理
論
震
に
な
る
（
翻
矯
ち
謹
孕
搬
思
量
灘
麟
準
景
雲
嬰
琵
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヘ
　
　
　
へ

た
だ
本
件
に
お
い
て
は
、
後
二
者
の
立
場
に
立
っ
た
と
し
て
も
、
す
で
に
X
か
ら
A
・
Y
へ
売
買
目
的
物
の
引
渡
が
な
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
外
部
的
徴
表
を
伴
う
物
権
契
約
（
盲
進
、
な
い
し
別
個
の
所
有
霧
転
行
為
（
剛
毒
煙
．
逸
事
響
編
轡
魏
徳
魅
批

権
行
為
の
独
自
性
を
承
認
す
る
趣
旨
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
自
説
の
基
本
的
主
張
と
の
矛
盾
を
生
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
故
で
あ
ろ
う
か
、
川
島

「
民
法
－
総
論
・
物
権
」
一
五
三
頁
は
、
不
特
定
物
の
売
買
に
お
い
て
も
、
　
「
客
体
が
特
定
し
、
か
つ
引
渡
す
べ
き
時
期
が
到
来
し
た
時
」
と
改
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

紳
・
）
が
あ
・
た
と
さ
れ
、
結
局
に
お
い
て
所
有
権
移
転
を
肯
定
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
さ
し
く
、
本
判
決
を
批
評
し
た
西
沢
教
授

（
嫌
懲
窪
捲
）
は
、
物
権
契
約
の
独
自
性
を
奮
闘
立
場
か
ら
、
引
渡
が
あ
．
た
が
故
に
判
決
と
同
一
の
結
論
を
と
役
ま
た
加
藤

正
男
教
授
（
軍
議
諜
謂
）
は
、
物
権
契
約
の
独
自
性
を
幕
募
立
場
か
ら
、
「
登
記
・
引
渡
な
い
し
代
違
憲
の
う
ち
、
最
初
の
行

為
が
な
さ
れ
た
と
き
」
所
有
権
移
転
を
生
ず
る
と
解
し
て
、
同
じ
結
論
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
、
民
法
一
七
六
条
の
解
釈
と
し
て
導
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

出
さ
れ
た
・
所
有
権
移
転
時
期
に
関
す
る
右
の
よ
う
な
規
範
命
題
は
、
い
ず
れ
も
、
具
体
的
な
紛
争
解
決
手
段
と
し
て
十
分
に
機
能
を
果
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し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
本
件
に
関
連
し
て
私
の
も
っ
と
も
疑
問
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、

　
　
　
三
　
ま
ず
第
一
に
、
本
判
決
の
具
体
的
妥
当
性
に
つ
き
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
一
、
二
審
を
通
じ
て
認
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
A

論　
　
の
無
資
力
に
つ
い
て
は
、
X
も
Y
も
熟
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
も
し
Y
が
手
形
を
振
出
し
て
A
の
信
用
を
補
強
す
る
こ
と
が
な
い

　
　
と
し
た
ら
、
決
し
て
X
は
A
に
商
品
を
売
渡
す
こ
と
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
疑
え
な
い
事
実
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
商
品
売
買

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
へ

　
　
に
お
い
て
は
、
通
常
の
取
引
過
程
と
し
て
、
売
主
が
買
主
に
信
用
を
与
え
る
こ
と
は
あ
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
売
主
が
代
金
支
払
と
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も

　
　
換
え
に
で
は
な
く
、
先
．
に
商
品
を
買
主
に
引
渡
し
て
し
ま
う
と
き
は
、
　
一
般
的
に
、
売
主
が
買
主
に
完
全
な
商
業
信
用
を
与
え
る
こ
と
を

　　

ﾓ
味
す
る
。
法
律
的
に
、
売
主
が
商
品
所
有
権
を
買
主
に
移
転
し
て
、
自
ら
は
買
主
に
対
す
る
代
金
儒
の
み
を
持
つ
（
疑
灘
罫
覗

　　

?
貝
簾
離
麟
壌
祭
塾
鑛
懸
案
）
と
い
う
こ
と
は
、
右
の
ご
と
蒲
雰
恥
引
過
程
で
あ
る
。
し
か
し
本
件
の
場
合
、

　　

?
は
こ
の
よ
う
な
通
常
の
取
引
を
界
い
、
A
に
対
し
て
完
全
な
信
用
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ゑ
儲
聞
訟

　　

荢
ｯ
鋸
囎
．
、
）
・
換
言
す
れ
ば
、
響
力
の
A
に
対
す
る
代
金
絵
だ
け
で
は
商
・
㎜
の
売
渡
し
は
で
き
な
い
こ
と
を
明
示
し
て
お

　
　
り
、
Y
も
ま
た
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
し
か
、
X
・
A
。
Y
間
の
取
引
は
あ
り
え
よ
う
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
観
点
は
、
本
件
の
場
合
見
逃
が
す
こ
と
の
で
き
な
い
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
な
事
実
関
係
で
あ
ろ
う
。
に
も
拘
ら
ず
本
判
決
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
し
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ

　
　
X
が
A
に
対
し
て
代
金
債
権
し
か
も
ち
．
え
な
い
通
常
の
場
合
だ
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
Y
が
A
に
対
し
て
信
用
を
与
え
た
た
め
に
焦
げ
つ

　
　
い
た
百
万
円
の
債
権
を
、
当
初
Y
・
A
間
で
も
く
ろ
ま
れ
た
通
常
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
回
収
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
X
の
損
失
に
お
い
て

　
　
一
著
回
収
す
る
こ
と
を
認
め
を
と
に
な
っ
た
。
裁
判
所
は
（
そ
し
て
前
述
の
ご
と
く
学
説
に
よ
っ
て
も
ま
た
）
、
A
に
対
し
て
信
用
を
与
え
る
こ
と
を
拒
ん
だ
x

　
　
に
、
本
件
の
場
合
に
は
経
済
的
に
無
価
値
な
代
金
債
権
を
残
し
、
A
に
信
用
を
与
え
て
見
込
み
違
い
を
し
た
Y
に
は
、
か
え
っ
て
商
品
所

　
　
有
権
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
取
引
関
係
を
処
理
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
解
決
方
法
を
と
る
に
当
っ
て
は
、
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い
っ
だ
い
、
裁
判
所
（
識
靴
〉
に
よ
．
て
、
本
件
だ
け
の
具
体
的
妥
当
性
の
ほ
か
に
、
こ
れ
に
優
先
す
る
何
か
も
．
と
別
？
，
上
位
の
価

値
基
準
が
積
骸
的
に
立
で
馴
れ
て
い
る
匹
τ
あ
ろ
う
か
q
㌧
残
念
な
が
ら
私
に
は
そ
れ
を
知
る
乙
と
が
で
き
な
巳
。
．
．
本
件
の
場
合
、
具
体
附

事
案
を
離
れ
て
抽
象
的
な
規
範
意
思
が
ひ
と
り
歩
ぎ
を
し
て
い
る
、
ど
い
う
感
を
拭
い
去
る
ご
と
が
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ド
　
へ
　
　
り

　
四
　
も
し
も
X
が
、
r
の
手
形
振
出
が
必
ず
あ
る
と
の
A
の
言
を
信
頼
し
た
点
に
お
い
て
、
錯
誤
が
あ
っ
だ
、
と
の
主
張
を
し
て
い
た
な

ら
ば
救
済
を
受
け
た
か
も
し
れ
な
い
・
X
が
A
ど
士
舌
契
約
を
禁
に
あ
た
っ
て
・
Y
筆
骸
振
断
が
葛
と
信
じ
乞
と
は
・
ド
盆

る
蔓
紫
維
學
嘉
、
善
そ
れ
を
も
．
と
も
下
視
し
窒
は
翼
然
レ
て
底
（
料
例
・
通
説
の
い
，
わ
ゆ
る
．
「
意
思
表
示
の
内
顧
容
」
を
な
．
七
で
い
る
；
）
馬
て
恩

と
は
A
．
Y
と
も
に
熟
知
の
こ
乏
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
X
の
意
偲
表
示
を
有
渤
と
す
れ
ば
、
実
質
的
に
表
意
者
の
損
失
に
お
い
て
、
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

手
方
．
第
三
諸
が
利
得
遊
受
耐
る
て
と
に
な
ゐ
。
．
先
例
を
見
て
も
、
売
買
登
記
之
洞
時
限
代
講
全
部
憾
皮
払
の
と
い
う
黒
虫
功
言
口
遊
揺
鴬

論説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
先
例
が
、
相
手
方
の
支
払
条
件
な
い
し
資
力
に
つ
き
信
頼
し
た
表
意
者
を
保
護
し
た
こ
と
に
徴
し
て
も
、
　

本
件
の
場
合
、
X
の
錯
誤
は
肯
定
さ
れ
よ
う
。
・
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
：
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
－

　
し
か
し
な
が
ら
、
X
が
本
件
に
お
い
て
錯
誤
の
主
張
を
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
の
場
合
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
相
手
方
（
A
）
の

支
払
能
力
に
関
す
る
か
ぎ
り
で
の
錯
誤
は
最
初
か
ら
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
、
X
は
Y
の
手
形
振
出
を
つ
よ
く
A
に
要
求
し
た
の
で
あ
り
、
そ

れ
を
確
約
し
た
A
の
言
を
信
頼
し
た
点
に
こ
そ
錯
誤
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
Y
の
手
形
振
出
は
も
っ
と
強
い
意
味
で
X
・
A

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

間
の
売
買
契
約
に
お
け
る
条
件
と
さ
え
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
Y
の
手
形
振
出
が
解
除
条
件
と
す
る
な
ら
、
条
件
成
就
に
よ
っ
て
売
買
契

た
売
主
の
錯
誤
を
認
め
、
を
の
四
貝
主
論
り
馨
を
言
鳶
三
渚
の
抵
当
権
嶺
渤
と
し
墨
壷
鉦
些
三
笙
轟
）
き
、
．
は

薫
替
勘
定
付
替
え
に
勇
．
て
破
綻
に
ひ
ん
し
て
い
る
銀
行
を
堅
萎
も
の
止
誤
億
た
場
愴
錯
誤
を
み
廃
例
（
頴
塞

。。u
矩
）
が
あ
り
、
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払百冊 説

は
効
力
を
失
う
（
　
　
一
｝
ゴ
　
一
　
　
一
．
」
ヨ
　
　
ニ
だ
二
条
・
丁
）
L
麻
す
る
ま
で
も
な
く
、
本
件
X
・
A
間
の
売
買
契
約
に
あ
っ
て
は
、
Y
の
手
形
振
出
し
ま
で
は
商
・
…
誓
権

は
移
転
し
な
い
、
と
禦
黒
地
が
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
．
取
急
、
．
販
高
藷
和
二
五
年
三
月
二
二
日
第
示
菱
判
決
（
欝
難
講
麟

望
順
隔
灘
隈
鞠
齢
鰍
釧
雛
紘
に
碩
痛
姪
備
町
端
難
獣
難
燃
鯨
鵡
礎
激
語
鴨
）
は
、
読
解
の
物
件

の
売
買
に
つ
き
、
買
主
と
さ
ら
に
売
買
契
約
を
結
ん
だ
第
三
者
が
荷
渡
指
図
書
を
呈
示
す
る
前
に
、
最
初
の
売
主
が
指
図
を
取
消
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
受
託
者
が
物
件
を
引
渡
し
、
そ
の
第
三
者
が
当
該
物
件
を
さ
ら
に
他
に
売
却
し
て
し
ま
っ
た
事
案
に
お
い
て
、
売
主
か

ら
買
主
、
さ
ら
に
第
三
者
へ
の
所
有
権
移
転
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
最
初
の
売
買
契
約
当
事
者
間
に
お
け
る

「
代
金
支
払
習
（
諮
騰
後
）
ま
で
隻
払
わ
な
い
と
き
は
右
売
買
契
約
は
失
効
す
る
」
ヒ
・
の
約
定
を
も
っ
て
、
解
除
条
件
な
り
と
解
釈

し
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
解
除
条
件
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
　
「
特
段
の
事
情
の
存
し
な
い
本
件
で
は
右
売
買
契
約
に
よ
り
当
然
買

主
に
移
転
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
先
例
と
本
件
の
事
案
と
は
ど
こ
に
本
質
的
な
違
い
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
応
軍
要
な
差
異
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
二
つ
あ
る
。

第
一
に
、
前
者
で
は
、
期
日
ま
で
の
代
金
不
払
に
よ
る
契
約
失
効
の
約
定
が
明
示
さ
れ
た
の
に
対
し
、
後
者
で
は
、
そ
の
よ
う
な
明
示
的
約

款
は
な
い
。
第
二
に
、
前
者
で
は
物
の
引
渡
は
売
主
の
意
思
に
反
し
て
な
さ
れ
た
の
に
対
し
、
後
者
で
は
、
売
主
の
意
思
に
よ
っ
て
引
渡
さ
れ

た
、
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
点
は
の
ち
に
検
討
す
る
と
し
て
（
五
お
よ
び
六
に
の
べ
る
と
こ
ろ
を
参
照
）
、
第
一
点
を
取
り
上
げ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

う
。
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
明
示
的
な
解
除
条
件
が
付
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
じ
た
い
に
よ
っ
て
は
決
し
て
、
直
ち
に
所
有
権

移
転
の
効
力
の
発
生
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
右
の
よ
う
な
結
論
を
導
い
た
も
の
は
、
き
わ
め
て
短
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

間
内
に
お
け
る
代
金
支
払
義
務
の
定
め
と
、
そ
の
不
払
を
以
て
解
除
条
件
と
し
た
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
と
こ
ろ
の
、
ま
さ
に
法
律
行
為
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へ
　
　
も
　
　
へ

　
　
の
解
釈
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
前
述
三
の
ご
と
き
事
実
が
明
瞭
で
あ
る
本
件
に
お
い
て
も
、
明
示
的
な
解
除
条
件
の
約
定
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
な
い
と
し
て
も
、
表
思
量
示
の
社
会
的
意
味
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
し
く
は
、
そ
の
意
思
表
示
の
合
理
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
同
様

　
　
の
結
論
を
導
く
こ
と
は
な
ん
ら
の
障
害
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、
所
有
権
移
転
時
期
に
つ

　　

ｫ
、
な
い
し
所
有
権
留
保
に
つ
き
、
、
X
・
A
間
に
慰
が
あ
っ
た
と
す
る
に
し
て
も
（
醐
難
臨
糟
灘
湿
舌
潔
號
齢
騨
搦

な
い
．
）
、
あ
る
い
は
Y
の
手
形
振
出
な
い
し
A
の
代
金
支
払
が
な
い
呈
所
有
権
移
転
な
し
、
と
す
る
に
し
て
も
（
鷺
蕪
寵
蹴
駁

　　

ﾚ
欝
能
蒲
盛
観
蟹
號
獣
薪
糀
蠣
贈
舞
舞
訟
漂
蕩
誘
野
駐
輪
㌍
瑞
躍
が
）
、
い
ず
れ
も
、
意
・
心

　
　
自
治
の
原
則
が
そ
の
ま
ま
妥
当
し
、
当
事
者
意
思
の
解
釈
の
場
面
で
あ
る
、
と
い
う
右
の
理
に
本
質
的
な
違
い
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ

　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ

　
　
　
五
　
と
こ
ろ
で
最
初
に
も
指
摘
し
た
通
り
、
通
説
・
判
例
に
批
判
的
な
立
場
か
ら
も
、
本
件
の
場
合
は
、
す
で
に
引
渡
が
あ
っ
た
が
ゆ

　　

ｦ
に
所
有
権
移
転
の
効
力
を
生
ず
る
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
少
数
説
（
物
権
契
約
の
独
自
性
を
肯
定
す
る
に
せ
よ
、
否
認
す
る
に
せ
よ
。
）
の
、
目
的
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
の
引
渡
・
登
記
ま
た
は
代
金
支
払
が
な
さ
れ
た
時
に
所
有
権
移
転
を
生
ず
る
、
と
い
う
規
範
命
題
を
機
械
的
に
適
用
す
れ
ば
、
ま
さ
に
こ

　
　
の
結
論
以
外
に
出
よ
う
が
な
い
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
目
的
物
の
引
渡
が
あ
れ
ば
所
有
権
移
転
を
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
何
ら
の

　
　
ヘ
　
　
　
マ
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ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ぢ
　
　
　
へ

　
　
留
保
も
な
く
取
引
客
体
を
引
渡
す
の
は
、
そ
の
所
有
権
を
移
転
す
る
趣
旨
と
解
す
る
の
が
、
取
引
当
事
者
の
通
常
の
意
思
に
合
致
す
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
・
り
で
あ
る
（
川
島
「
民
法
－
総
論
・
物
権
」
一
五
三
頁
、
舟
橋
「
物
権
法
」
八
七
頁
な
ど
参
照
）
。
す
な
わ
灸
引
渡
と
い
う
外
形
的
行
為
が
あ
れ
憾
ね
に
所
有
権
移
転
の
効
力
を
生
ず

説　
　
る
と
見
る
の
で
は
な
く
、
引
渡
を
右
の
ご
と
く
解
す
る
こ
と
が
、
法
律
行
為
の
解
釈
と
し
て
当
事
者
の
意
思
を
確
定
す
る
た
め
の
合
理
的

論　
　
な
一
方
湿
た
る
意
味
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
当
事
者
の
明
示
的
な
留
保
の
な
い
場
合
に
お
け
る
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芸
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1
1
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ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　

ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　

へ

遊
恥
餅
取
引
関
係
を
低
唱
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
た
2
1
｝
え
引
渡
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
法
律
行
為
を
合
理
的
に
解
釈
す
れ
ば
、
な
お
所
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

権
移
転
を
墨
ぜ
掛
と
見
る
方
が
、
当
時
者
の
意
思
に
合
致
す
る
場
合
が
あ
り
う
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

合
、
引
渡
伍
な
い
し
登
記
）
は
、
当
事
者
の
意
思
解
釈
の
喧
．
要
な
資
料
た
ろ
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
．
っ
て
、
の
ち
に
の
べ
る
公
示
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ

た
る
意
床
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
て
、
い
わ
ゆ
る
特
約
が
あ
．
る
場
合
と
、
合
理
的
に
法
律
借
－
一
二
を
解
釈
し
た
結
果
、
な
お

穂
あ
り
と
ポ
る
客
と
で
・
呈
・
れ
も
鹸
杯
野
饗
（
常
置
睡
炉
麓
瓢
パ
・
7
鎗
臨
御
降
と
い
う
意
味
で

は
・
な
ん
ら
森
的
競
い
が
あ
る
も
撃
・
は
な
い
蘇
融
融
駿
蛎
観
バ
碧
落
壷
網
髄
腔
匿
。
⇒
、
）
。
こ
の
こ
と

は
、
商
品
の
い
わ
ゆ
る
割
賦
払
販
売
を
想
起
す
．
る
だ
け
て
も
、
お
の
つ
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
雛
は
、
わ
が
民
迭
就
此
縫
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
対
抗
要
礁
義
を
匹
」
っ
て
、
雇
第
三
者
に
対
す

る
権
利
関
係
の
窮
を
川
麗
し
て
・
七
里
漁
添
総
絞
む
所
有
驚
転
の
効
力
の
発
生
を
公
細
動
た
る
提
ま
た
掌
記
に
か

か
ら
し
め
る
形
式
藩
命
聖
遷
雌
器
鑓
．
噛
．
）
を
レ
G
．
て
鍛
は
い
場
く
．
に
の
み
可
態
C
φ
る
．
も
ち
ろ
ん
わ
が
民
法
の
も
山
そ
も
、

対
抗
問
題
を
生
ず
る
取
引
当
事
者
の
｝
と
讐
一
夕
と
の
間
で
は
必
ず
し
も
全
川
釣
に
こ
の
よ
う
な
∵
払
日
塔
主
諺
（
野
ゆ
．
め
づ
．
b
噌
幽
．
N
9

が
貫
徹
し
え
な
短
倉
あ
る
（
整
磁
一
具
淵
源
懸
膨
糊
銚
。
し
か
し
本
件
の
柴
、
、
Y
は
x
．
A
品
評
沓
的
物
を
譲
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

け
た
転
得
者
て
あ
っ
て
、
X
に
と
っ
て
は
い
わ
ゆ
る
対
抗
問
．
題
を
生
じ
う
る
第
三
者
の
範
囲
に
入
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

（
議
編
壌
些
頁
。
賑
灘
、
舟
橋
）
。
引
渡
．
喜
っ
て
取
引
煮
者
の
虻
田
癖
釈
膿
と
す
る
の
は
、
．
G
の
参
つ
ハ
は
凝
を
も
有
』
し

い
る
．
。

一す・を　σう　な　解

笥：縦だしこ響
、，〆

　而・しのつれ
Qとたべまば　　　　　　、こい図るり
の急堤祭ど套
こ味なブ1の所
とでお法場有
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ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
六
　
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
私
の
理
解
は
、
売
買
当
事
者
間
に
お
け
る
引
渡
な
い
し
登
記
と
、
代
金
支
払
を
同
一
平
面
に
お
い
て
・
同
じ
意

　　

｡
で
所
有
権
移
転
の
メ
ル
ク
下
ル
と
」
隠
と
い
う
こ
と
を
も
意
味
す
る
（
釜
至
嘱
融
紙
雛
ぢ
箪
。
す
な
わ
望
買
主
の

　
代
金
支
払
に
よ
．
て
、
売
主
の
目
的
物
引
渡
・
登
記
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
買
主
省
的
物
の
所
有
権
叢
得
す
る
場
合
（
准
蝋
巽
謙
冗

　
　
離
愚
身
辮
晦
）
と
、
売
主
が
引
渡
も
し
く
は
登
記
を
な
す
こ
と
に
よ
．
て
、
目
的
物
の
所
有
権
を
失
い
、
か
つ
買
主
を
し
て
代
金

　
　
債
務
弁
済
の
延
期
的
抗
弁
権
を
失
わ
し
め
る
こ
と
と
は
、
必
ず
し
も
経
済
的
な
価
値
に
お
い
て
同
じ
で
は
な
く
、
後
者
は
場
合
に
よ
っ
て

　
　
は
、
本
件
の
事
例
の
よ
う
に
、
物
権
的
保
護
を
放
棄
す
る
こ
と
は
直
ち
に
、
全
く
経
済
的
価
値
に
お
い
て
ゼ
ロ
に
帰
す
る
場
合
が
あ
り
う

　
　
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
前
者
と
つ
ね
に
同
一
に
扱
い
得
な
い
場
合
が
あ
り
う
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
有
償
性
の
原
理
と
は
、
売
買

　
　
当
事
者
間
で
の
経
済
的
価
値
の
等
価
的
移
転
の
保
障
で
あ
っ
て
（
買
主
の
代
金
支
払
億
∵
そ
の
対
価
と
し
て
、
売
買
目
的
物
に
つ
い
て
の

　
　
一
切
の
利
益
（
所
有
権
を
も
・
ふ
く
め
て
）
の
保
留
を
売
主
を
し
て
失
わ
し
め
る
こ
と
、
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
売
主
が
先
に
目
的
物
の
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へ

　
　
引
渡
を
し
た
場
合
に
は
、
有
償
性
の
原
理
か
ら
直
ち
に
出
て
来
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
売
主
の
不
利
益
に
見
合
う
べ
き
買
主
の
方
の
利

　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
益
の
喪
失
は
何
で
あ
る
こ
と
が
相
当
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
っ
て
、
こ
の
売
主
の
不
利
益
に
か
て
て
加
え
て
さ
ら
に
い
か
な
る
不
利
益
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
売
主
に
生
ず
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。
売
主
の
口
的
物
引
渡
は
所
有
権
移
転
を
も
生
ず
る
、
と
い
う
判
断
命
題
は
、
売
主
が

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
完
全
な
信
用
を
買
主
に
与
え
る
通
常
の
取
引
過
程
に
お
い
て
の
法
律
行
為
の
解
釈
と
し
て
出
て
来
る
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
、
は
じ
め

　
　
て
売
主
の
所
有
権
喪
失
な
ど
一
切
の
物
権
的
保
護
の
放
棄
と
代
金
債
権
の
保
持
と
が
経
済
的
に
見
合
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

説
す
な
わ
ち
・
引
渡
の
場
合
に
は
・
意
思
主
義
の
も
と
で
は
・
さ
ら
に
な
；
の
判
断
（
そ
れ
は
特
約
や
条
件
の
認
定
を
も
含
む
）
を
必

論　
　
要
と
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
代
金
支
払
に
よ
っ
て
買
主
は
完
全
に
貨
幣
所
有
権
を
失
う
外
な
い
が
、
目
的
物
の
引
渡
を
し
て
も
売
主
は
所
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有
権
を
留
保
し
う
る
、
と
い
う
法
律
的
な
構
成
そ
れ
自
体
が
、
今
日
の
大
量
的
な
商
品
流
通
過
程
で
授
受
さ
れ
る
商
業
信
用
の
も
っ
と
も

一
般
的
・
基
礎
的
な
形
態
が
買
主
の
代
金
支
払
の
先
行
で
は
な
く
、
売
主
の
商
品
引
渡
の
先
行
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
そ
の
信
川

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
で

授
与
の
方
法
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
段
階
を
必
、
要
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
の
、
客
観
的
な
法
的
反
映
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
代
金

支
払
が
あ
れ
ば
、
下
川
と
し
て
、
所
有
権
移
転
を
生
ず
る
と
い
う
場
合
の
原
則
性
と
、
引
渡
。
登
記
が
あ
っ
た
と
き
の
原
則
性
と
の
間
に

は
、
お
の
つ
か
ら
差
膿
ハ
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
．
．
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
、
私
は
、
．
不
特
定
物
売
買
の
所
有
権
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヨ
　
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

転
時
川
は
、
原
則
と
し
て
、
商
品
が
特
定
し
た
う
え
、
　
「
外
観
的
行
為
〔
引
渡
・
登
記
〕
な
い
し
代
金
文
払
の
う
ち
最
初
の
行
為
が
な
さ

れ
た
時
L
（
加
藤
正
男
・
前
掲
一
三
八
頁
、
傍
点
・
原
島
）
と
い
う
よ
う
な
綴
に
茸
す
る
こ
と
を
拒
む
璽
。
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
私
は
、
本
吉
の
場
合
、
た
と
え
目
的
物
が
特
定
し
、
か
つ
引
渡
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
な
お
Y
の
手
形
振
出
・
そ
の

A
か
ら
X
へ
の
交
付
な
き
以
上
、
目
的
物
の
所
有
権
移
転
の
効
力
を
生
ぜ
ず
、
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
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